
（別紙３）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

これからも医療機関や訪問看護スタッフ、ほかの児童発達支

援施設などと連携していく。

2

お出かけ行事などに取り組んでいきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

SNSなどを活用して施設の活動を広く発信していく。

2

3

子どもたちに寄り添って、一人一人の体調やタイミングに合

わせて昼食時間や午睡の時間などスケジュールを変えていけ

る。

毎日の利用後の振り返りを大切にして、職員全員にお知らせ

を送っている。

上手くいかない時にはデータをとり、すぐに他の方法を試す

ことができる。

試行したものを周知徹底させる。

職員がみんなわかるようにする。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

まだまだ利用登録者が少ない。 重心のお子さんが少ない。

まだ知名度が低い。

2024年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 生活クラブあのねのお家　重症心身障害児児童発達支援

○保護者評価実施期間
2024年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


